
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

の

正

誤

防

災

砂

防

課

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

通

所

支

援

の

事

業

の

廃

止

の

届

出

指

導

監

査

室

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

出

○

指

定

地

域

相

談

支

援

の

事

業

の

廃

止

の

届

出

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

建

設

業

法

に

基

づ

く

行

政

処

分

に

係

る

聴

聞

の

監

理

課

期

日

の

変

更

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

労

働

委

員

会

】

○

平

成

六

年

岡

山

県

地

方

労

働

委

員

会

告

示

第

二

労

働

委

員

会

号

の

一

部

改

正
【

正

誤

】

岡

山

県

公

報

令和３年１１月９日 第１２３４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
七
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
指
定
通
所
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

あ
そ
び
王
国
津
山
沼
事
業
所

２

所
在
地

津
山
市
沼
四
五
〇
番
地
タ
ウ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
Ｂ
棟
二
〇
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

や
る
気
ス
イ
ッ
チ
株
式
会
社

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

勝
田
郡
勝
英
町
豊
久
田
三
二
七
一
番
地
五

三

廃
止
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
八
日

四

事
業
所
番
号

三
三
五
〇
三
〇
〇
二
五
一

五

事
業
の
種
別

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

そ
ら

２

所
在
地

備
前
市
日
生
町
日
生
八
〇
三

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
浜
っ
子

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

備
前
市
日
生
町
日
生
八
〇
三

一

－

三

廃
止
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
三
〇
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
一
一
〇
〇
二
三
八

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、
行
動
援
護

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
十
九
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
地
域
相
談
支
援
の
事
業
を
廃

止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

浜
っ
子
相
談
支
援
事
業
所
「
海
」

２

所
在
地

備
前
市
日
生
町
日
生
八
〇
三

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
浜
っ
子

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

備
前
市
日
生
町
日
生
八
〇
三

一

－

三

廃
止
年
月
日

令
和
三
年
十
一
月
三
〇
日

四

事
業
所
番
号

三
三
三
一
一
〇
〇
〇
二
八

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

地
域
移
行
支
援
、
地
域
定
着
支
援

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

下
鴫
川
上
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹
字
家
ノ
西
ウ
エ
一
五
〇

新

二
一
九
・
〇

七
番
地
先
か
ら

五
・
六
～

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹
字
中
ガ
迫
一
五
二
二
番

一
八
・
〇

一
地
先
ま
で

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹
字
家
ノ
西
ウ
エ
一
五
〇

旧

二
一
九
・
〇

七
番
地
先
か
ら

四
・
〇
～

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹
字
中
ガ
迫
一
五
二
二
番

一
八
・
〇

一
地
先
ま
で

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

下
鴫
川
上
線

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹
字
家
ノ
西
ウ
エ
一
五
〇
七
番

令
和
三
年
十

地
先
か
ら

一
月
九
日

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹
字
中
ガ
迫
一
五
二
二
番
一
地

先
ま
で

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



〔
四
六
三
〕
令
和
三
年
十
月
二
十
六
日
付
け
で
公
告
し
た
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）

に
基
づ
く
行
政
処
分
に
係
る
聴
聞
に
つ
い
て
、
岡
山
県
聴
聞
及
び
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
関
す
る
規
則

（
平
成
八
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
聴
聞
の
期
日

を
変
更
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

変
更
前
の
聴
聞
の
期
日

令
和
三
年
十
一
月
九
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら

二

変
更
後
の
聴
聞
の
期
日

令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



〔
四
六
四
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

（

）
（

）

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

岡
山
県
指
令
備
中
局

浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
字
惣
道
通
一
六
〇
六

四
・
〇
一
～

二
七
・
七
〇

建
第
二
〇
二
七
号

番
四
、
一
六
〇
六
番
九
、
一
六
〇
六
番
四

四
・
〇
二

令
和
三
年
十
月
二
十

地
先
水
路
、
一
六
〇
六
番
九
地
先
水
路

七
日

四
・
七
九
～

八
六
・
六
七

四
・
八
〇

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



〔
四
六
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
三
因
字
上
大
明
神
五
二
四

三

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
西
阿
知
町
八
二
八

二
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
一
〇
三
号
室

－

江
口

潤
也

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
八
月
二
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
五
号

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



〔
四
六
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
三
須
字
東
田
一
三
一
五

二
、
一
三
一
五

三

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
清
音
上
中
島
一
六
〇

五
シ
エ
ロ
Ｔ
＆
Ｔ
二
〇
二

－

井
上

雅
博

井
上

朋
子

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
九
月
三
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
九
六
号

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



〔
四
六
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

一

一

一

二

総
社
市
井
尻
野
字
前
田
一
三
七
五

、
一
三
七
七

、
一
三
七
八

、
一
三
七
八

－
－

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者

六

倉
敷
市
西
中
新
田
三
二
四－

都
和
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

尾
上

博
之

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
九
月
十
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
二
号

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



〔
四
六
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

一

一

一

二

総
社
市
井
尻
野
字
前
田
一
三
七
五

、
一
三
七
七

、
一
三
七
八

、
一
三
七
八

－
－

－
－

二

公
共
施
設
の
種
類

道
路
、
下
水
道

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る

）
。

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

六

倉
敷
市
西
中
新
田
三
二
四－

都
和
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

尾
上

博
之

五

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
九
月
十
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
二
号

令和３年１１月９日　岡山県公報　第１２３４３号



◎
岡
山
県
労
働
委
員
会
告
示
第
三
号

平
成
六
年
岡
山
県
地
方
労
働
委
員
会
告
示
第
二
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
九
日

岡
山
県
労
働
委
員
会

会

長

西

田

和

弘

表
中
「
課
長

」
の
下
に
「
課
長
代
理

」
を
加
え
る
。

、

、
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〔
一
一
〕
平
成
十
九
年
二
月
二
十
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
七
十
九
号
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

頁
・
段
・
行

誤

正

九
十
七
・
上
・

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
玉
〇
一
二

二
〇
九
Ｄ
玉
川
町
増
原
〇
〇
八

終
わ
り
か
ら
十

七頁
・
段
・
行
・

誤

正

項
目

九
十
七
・
上
・

終
わ
り
か
ら
十

七
・
次
の
図
の

二
万
五
千
分
の

一
の
位
置
図
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２
０

９
Ｄ

玉
川

町
玉

０
１

２
２

０
９

Ｄ
玉

川
町

増
原

０
０

８

九
十
七
・
上
・

終
わ
り
か
ら
十

七
・
次
の
図
の

各
ペ
ー
ジ
の
箇

所
番
号

高
梁

市
玉

川
町

玉
高

梁
市

玉
川

町
増

原

九
十
七
・
上
・

終
わ
り
か
ら
十

七
・
次
の
図
の

各
ペ
ー
ジ
の
所

在
地
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